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平成 22年５月 11日 
各   位 

株 式 会 社  エ ス ケ ー ア イ 
 代表取締役社長 酒 井 昌 也 

（ＪＡＳＤＡＱ：コード番号 ９４４６） 
問 合 先 常務取締役管理本部長 

兼経理部長 田川正彦 
電話番号 ０５２（２６２）４４９９ 
 

平成 22 年 9 月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想との 

差異及び通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成22年９月期(平成21年10月１日～平成22年９月30日)の業績予想について、平成21年11月９日

付当社「平成21年９月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記の通り修正いたします。 

 

 

１．平成 22 年９月期 連結業績予想の修正等 

 （１）第２四半期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年３月 31 日） 

                                    （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

第 ２ 四 半 期 

 純 利 益 

前回予想（Ａ）   ８，０２０     ４２０     ４４５     ２２５ 

今回修正（Ｂ）   ７，９０５     ６６４     ６８９     ３７０ 

増減額（Ｂ－Ａ）    △１１５     ２４４     ２４４       １４５ 

増 減 率   △１．４％   ５８．１％   ５４．８％   ６４．４％ 

 

（２）修正理由 

   当第２四半期連結累計期間につきましては、平成 21 年 11 月９日付で、売上高 80 億 20

百万円、営業利益４億 20 百万円、経常利益４億 45 百万円、当期（第２四半期連結累計期

間）純利益２億 25 百万円の業績予想を発表いたしましたが、移動体通信機器販売関連事業

において、売上高は当初計画を若干下回りましたが、高利益率の商品を順調に販売した結

果、営業利益、経常利益および当期（第２四半期連結累計期間）純利益は当初計画を上回

りました。 

また、コールセンター事業（保険分野）を運営する子会社の株式会社セントラルパート

ナーズにおいて、２拠点体制とし複数の保険会社の新商品の取扱に注力し営業効率を大幅

に改善した結果、当初計画に対し売上高、営業利益、経常利益および当期（第２四半期連

結累計期間）純利益とも各々当初計画を上回りました。 
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 したがいまして、当第２四半期連結累計期間につきましては、売上高 79 億５百万円（前 

 回予想比１億 15 百万円減）、営業利益６億 64 百万円（前回予想比２億 44 百万円増）、経

常利益６億 89 百万円（前回予想比２億 44 百万円増）、当期（第２四半期連結累計期間）

純利益３億 70 百万円（前回予想比１億 45 百万円増）となる見込みであります。 

 

（３）通期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年９月 30 日） 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ）  １５，２７０     ７３５     ７５０     ３７０ 

今回修正（Ｂ）  １５，２７０     ９３０     ９５０     ４６５ 

増減額（Ｂ－Ａ）       ０     １９５     ２００      ９５ 

増 減 率 －   ２６．５％   ２６．７％   ２５．７％ 

  

（４）修正理由 

 通期につきましては、平成 21 年 11 月９日付けで、売上高 152 億 70 百万円、営業利益

７億 35 百万円、経常利益７億 50 百万円、当期純利益３億 70 百万円の業績予想を発表い

たしましたが、移動体通信機器販売関連事業につきましては通期の売上高は計画通り進捗

する他、営業利益、経常利益および当期純利益は当初計画を上回る見込みであります。   

また、コールセンター事業（保険分野）を運営する子会社の株式会社セントラルパート

ナーズにおいて、第３四半期以降も業績が順調に進捗し、売上高が計画通り推移する他、

営業利益、経常利益および当期純利益は当初計画を上回る見込みであります。 

したがいまして、通期につきましては、売上高 152 億 70 百万円（前回予想比増減なし）

営業利益９億 30 百万円（前回予想比１億 95 百万円増）、経常利益９億 50 百万円（前回予

想比２億円増）、当期純利益４億 65 百万円（前回予想比 95 百万円増）となる見込みであ

ります。 

 

（５）ご参考：前期の実績（平成 20 年 10 月１日～平成 21 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

第２四半期連結累計期間 

（10/１～３/31） 
 ７，２１８   ２７７   ３０９  １０９

通 期 （10/１～９/30） １４，７５０   ７７４   ８０２  ３２９

 

 

２．平成22年９月期 個別業績予想の修正等 

（１）第２四半期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年３月 31 日） 

                                    （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

第 ２ 四 半 期 

 純 利 益 

前回予想（Ａ）    ７，７００    ４３８    ４３５    ２１５ 

今回修正（Ｂ）    ７，５２６       ５９９       ５９５       ２９２ 

増減額（Ｂ－Ａ）    △１７４    １６１    １６０     ７７ 

増 減 率    △２．３％  ３６．８％  ３６．８％  ３５．８％ 
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（２） 修正の理由 

      当第２四半期連結累計期間につきましては、平成 21 年 11 月９日付で、売上高 77 億円、

営業利益４億 38 百万円、経常利益４億 35 百万円、当期（第２四半期連結累計期間）純

利益２億 15 百万円の業績予想を発表いたしましが、機種変更の販売台数が当初計画を若

干下回ったものの、高利益率の商品（携帯電話端末および携帯電話周辺機器）の販売促

進を積極的に推進した結果、売上高は当初計画を若干下回りましたが、営業利益、経常

利益および当期（第２四半期連結累計期間）純利益は当初計画を上回りました。 

したがいまして、当第２四半期連結累計期間につきましては、売上高 75 億 26 百万円

（前回予想比１億 74百万円減）、営業利益５億 99百万円（前回予想比１億 61百万円増）、

経常利益５億 95 百万円（前回予想比１億 60 百万円増）、当期（第２四半期連結累計期間）

純利益２億 92 百万円（前回予想比 77 百万円増）となる見込みであります。 

 

（３）通期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年９月 30 日） 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回予想（Ａ）  １４，５００    ７５５    ７５０    ３７５ 

今回修正（Ｂ）  １４，５００    ８５５    ８５３    ４１５ 

増減額（Ｂ－Ａ）       ０    １００    １０３     ４０ 

増 減 率 －   １３．２％   １３．７％   １０．７％

 

（４）修正理由 

 通期につきましては、平成 21 年 11 月９日付けで、売上高 145 億円、営業利益７億 55

百万円、経常利益７億 50 百万円、当期純利益３億 75 百万円の業績予想を発表いたしまし

たが、第３四半期以降も引続き高利益率商品の販売促進に努め、販売が順調に進捗するも

のと予想されるため、売上高は当初計画を達成すると共に、営業利益、経常利益および当

期純利益は当初計画を上回る状況が予想されます。 

したがいまして、通期につきましては、売上高 145 億円（前回予想比増減なし）、営業

利益８億 55 百万円（前回予想比１億円増）、経常利益８億 53 百万円（前回予想比１億 3

百万円増）、当期純利益４億 15 百万円（前回予想比 40 百万円増）となる見込みでありま

す。 

 

（５）ご参考：前期の実績（平成 20 年 10 月１日～平成 21 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

第２四半期累計期間 

（10/１～３/31） 
 ６，９６８   ３５１   ３５４  １５２

通 期 （10/１～９/30） １４，１６２   ８５１   ８５３  ３７７

 

以   上 

 

 

 


